
 

（別紙１） 
 
 

原子力安全検証委員会の概要 
 
 

目 的：美浜発電所３号機事故を踏まえた再発防止対策について、社外の見識を含め

た独立的な立場からその有効性を検証するとともに、原子力の安全文化醸成

活動、さらには、福島第一原子力発電所事故を踏まえた原子力発電の自主

的・継続的な安全への取組みについて、助言を行い、継続的な改善に支えら

れた安全の確保をより確実なものとする 
 
業 務：「美浜発電所３号機事故再発防止対策」、「安全文化醸成活動」、「原子力発電

の自主的・継続的な安全への取組み」に関する確認・助言 
 

設置日：平成１７年４月２６日 
（平成２４年６月に「原子力保全改革検証委員会」から「原子力安全検証委員会」へ名称変更） 

   
従来のメンバー：（社外委員敬称略・五十音順） 

（委員長）  【社 外】 佐藤 信昭 （弁護士） 

（副委員長） 【社 外】   東  邦夫 （京都大学名誉教授） 

 【社 外】  加賀 有津子 （大阪大学教授） 

 【社 外】 小松原 明哲 （早稲田大学教授） 

   【社 外】  田中 健次 （電気通信大学教授） 

   【社 外】 増田 仁視 （公認会計士） 

   取締役副社長 井狩 雅文  

   取締役副社長 生駒 昌夫  

（幹 事）  経営監査室長 島戸 俊明  

 
＊下線部は今回退任した委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

原子力安全検証委員会の主な活動実績： 
  
平成１７年４月の第１回「原子力保全改革検証委員会」以降、美浜発電所３号機事

故再発防止対策の実施状況を客観的・総合的に検証していくため、社外の有識者を主

体として開催している。平成２０年１１月から原子力の安全文化醸成活動について、

さらに平成２４年７月からは、福島第一原子力発電所事故を踏まえた原子力発電の自

主的・継続的な安全への取組みについても助言等をいただいている。至近の主な活動

実績は、以下のとおり。 
 
 
  

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
○安全への取組みを不断に実施しているかなどについて、法律、原子力、品質 
管理、安全など、それぞれの分野の有識者から、自由にご意見を述べていた 
だき、継続的な改善に支えられた安全の確保をより確実にする場としている。 

  

（佐藤前委員長、東副委員長）          （第４回原子力安全検証委員会の様子）

 
○美浜、高浜、大飯の各原子力発電所を訪れ、安全対策の取組み状況を視察する

とともに発電所の所員や、協力会社の方々との意見交換を行うなど、検証に資

するための活動を実施している。 
 
  

（平成２４年１２月大飯発電所視察の様子） 

 


